
空き家利活用調査事業（先進地視察）報告

○目的：空き家利活用調査研究の一環として、県内でも先進的に空き家利活用に関する事業に取り組まれている射水市、氷見市の事例

を視察し、空き家利活用に関する課題や解決策などの知識を深めることを目的に実施したもの。

○先進地視察日時： 平成２３年９月２日

○視 察 場 所： 射水市、氷見市

○参 加 者： １１名

先進地視察内容                                              

項目 射水市（射水市移住交流促進事業） 氷見市（田舎暮らし体験ゲストハウス）

施設運営主体 ＮＰＯ法人「水辺のまち新湊」「こすぎ総合ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞきらり」 氷見市直営

運営方法 ○平成１９年度からの運営（計画期間平成１８年～１９年）

○事業当初からＮＰＯ法人が事業主体となり計画する。

○運営に要する経費として湊町滞在施設（ＮＰＯ法人水辺のまち新

湊運営）３戸、里山滞在施設（ＮＰＯ法人こすぎ総合スポーツク

ラブきらり運営）２戸に市が補助金として支出。

○ＮＰＯ法人に委託したことにより地域活性化につながっている。

○２２年度の５施設利用実績は稼動日数７８５日、利用者１８６９

人、２１年度施設利用者で移住された件数６組９人、２２年度９

組１４人

○これまで空き家バンクの登録件数５９件うち３６件成立

○平成２２年１０月からの運営。

○氷見市空き家情報バンク登録されている県外空き家購入希望者が

氷見市に滞在して、直接空き家を見学する等の利便を図るための

ゲストハウスとして整備する。

○オープンから３３人利用、そのうち２組移住

○空き家バンクは手続きの面倒さもあり年間５件手度の登録

○移住者には住宅支援補助制度もあり移住２１世帯、空き家バンク

登録者も増えている。

施設管理 ○土地建物はＮＰＯ法人と所有者が賃貸借契約(1 年契約)

○契約期間は１年

○借料は施設利用料 1人 1泊 1,000 円の半額 500 円

○最小限の改修で済む直ぐに住むことが出来る家屋を選定。

○居住に必要なスペースを整備。２階部など必要のない部屋は区切

りを設け修繕は行っていない。

○市有財産である官舎を整備したものである。

○居住スペースは全てバリアフリーで柱を除きすべてリフォーム

○利用料１組１泊２，０００円（冬場２，５００円）

○あくまでも移住定住を目的とした人のための施設であり、観光目

的の人は除外。

○空き家バンク登録しないと利用できない。



課題 ○施設利用者のマナー

○徴収額１人１，０００円のうち半分が家主への支払いのため運営

が厳しい。

○ＮＰＯ法人は青少年ホーム指定管理者として施設運営に携ってい

るが指定管理が今年度末までであり、今後の運営が懸念される。

○空き家バンクの課題として地域内の空き家状況を把握していない

ため登録件数少ない、ホームページの知名度が低い等。

○都会の人は田舎物件だから安いという潜在感があり金銭的にまと

まらない。

○成約した物件で都会の人は市紹介物件との思いからトラブルとな

るケースもあり、必ず不動産業者が仲介する。

○バンク登録者は高齢でもあり、賃貸希望者が増えている。

○バンクの課題として地域内の空き家状況把握していない、ホーム

ページの知名度低い、現地把握していないため相談に応じられな

い



射水市里山滞在施設（たてがみ）



射水市里山滞在施設（たてがみ）



射水市港町滞在施設（さんのう）



射水市港町滞在施設（ほうじょうず）



氷見市田舎暮らし体験ゲストハウス



氷見市田舎暮らし体験ゲストハウス


